〇 動作 環境 
本 体 : MacintoshLC575 以 上 を 推奨 
ES  : 198 イ ンチ 以上 
シス テム : 漢字 トー ク 7 以上 
CD-ROM : 倍速 ドラ イブ 対応 (AppleCD-300 推 奨 ) 


カラ ー : 2566 
EU  : RAM の 空き 容量 (本 CD-ROM ソ フト ウエ ア 起 動 時 の 未 使 用 メモ リ ) が 
4.5MB 以 上 


※ 社 名 及び 製品 名 は 各社 の 登録 商標 で す 。 
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※ 対応 GEAG 「 は じ め る 」 アイ コン か ら は じ め た 場合 、 再 生 
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※ ご 覧 に な っ た 記録 は 、 ンス テム フォ ル ダ 内 の プレ ファ レン ス フ ォ 
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